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款 03 01 目
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

506 454 52 454 454

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0140 総合相談事業 (簡略番号：032933) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 506 454 52 454

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　地域における高齢者等の法律等にかかる専門的な知識が必要な相談に対応するため、専
　門相談の窓口を開設し、相談支援体制の整備を図る。
　・専門相談（法律）　  年12回
　　　　　　（土地財産）年 4回

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　定期的かつ身近に法律等の専門相談の窓口を開設することにより、専門的な知見からの
　判断を仰ぐことができるものである。
　【令和5年度評価】
　定期的に決まった場所で相談業務を行うことにより、専門的な知識が必要となる事例につ
　いて困っている町民の身近な窓口となっているため、継続して実施していく必要がある。

６．財源の説明
　【一般財源】　506千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 506 506 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 506 506

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 01目 014000000事業 総合相談事業
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大
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 10,085 9,892 193 9,892
県支出金 4,019 4,946 △927 4,946

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0152 介護保険特別会計繰出金 (簡略番号：004634) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 352,611 356,876 △4,265 350,379 338,404

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 3,627 1,251 2,376 3,644
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 334,880 340,787 △5,907 331,897

１．事業の概要と必要性
　　介護保険制度を安定的に運営し維持していくため、町が負担すべき金額を一般会計から
　繰り出しするものである。
　　　①介護給付費繰出金　　　　　介護給付費の12.5％
　　　②地域支援事業繰出金　　　　
　　　　○総合事業　　　　　　　　事業費から収入を差し引いた額の12.5％
　　　　○包括的・任意事業　　　　事業費の100％又は19.25％
　　　③その他事務費繰出金　　　　事業費の100％
　　　④低所得者保険料軽減繰出金　低所得者の保険料軽減総額（国1/2・県1/4・町1/4）

２．根拠法令
　介護保険法

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（社会保障の充実）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs目標】目標3　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　町が負担すべき金額を一般会計から繰り出すことで、介護保険制度の安定的な運営が可
　能となり、制度に則した介護サービス等の提供ができる。
　【令和5年度評価】
　　町が負担すべき金額を一般会計から繰り出すことで、介護保険サービス等が円滑に提供
　され、介護保険制度を安定的に運営することができた。
　　低所得者保険料軽減を実施することで、低所得者の介護保険料の負担を軽減することが
　できた。

６．財源の説明
　【国庫支出金】低所得者保険料軽減負担金　　　　8,038千円
　　　　　　　　デジタル田園都市国家構想交付金　2,047千円
　【県支出金】　低所得者保険料軽減負担金　　　　4,019千円
　【諸収入】　　高齢者保健事業一体的実施委託費　3,627千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　334,880千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金 352,611 352,611
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 352,611 352,611

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14010101030 低所得者保険料軽減負担金 8,038 9,892
国庫支出金 14020101246 デジタル田園都市国家構想交付 2,047

都道府県支出金 15010201501 低所得者保険料軽減負担金 4,019 4,946
諸収入 20050302655 訪問看護職員等実習受入謝金 16
諸収入 20050302673 高齢者保健事業一体的実施委託 3,627 1,235

補助金等の名称 低所得者保険料軽減負担金（国・県）
補助基本額 16,078 補助率 75.0% 補助金額 12,057

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 01目 015200000事業 介護保険特別会計繰出金
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節
1 頁

[NF113200PR]

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 01 社会福祉総務費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0161 中部成年後見支援センター運営事業 (簡略番号：037644) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,238 960 278 960 821

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－社会福祉費 一般財源 1,238 960 278 960

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　中部地域における成年後見制度の利用促進を図るため、1市4町で中部成年後見支援セン
　ターを設置し、制度利用に関する相談対応や手続き支援、成年後見人等の法人受任、関係
　機関との連絡調整、成年後見制度の広報及び啓発事業、成年後見制度利用促進基本計画に
　位置付けられる中核機関の機能及び役割等を行うものである。（運営費を負担割合に基づ
　き支援する。）

２．根拠法令
　老人福祉法第32条の2
　湯梨浜町成年後見制度利用支援事業要綱
　

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【SDGs】目標3「すべての人に健康と福祉を」
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【第4期湯梨浜町地域福祉計画・第4次湯梨浜町地域福祉活動計画】
　

５．本年度の計画効果
　【計画】関係機関との連携、制度の普及啓発、法人後見等の事業や中核機関の役割を行う
　【効果】相談支援体制の強化と困難事例や経済的困窮者の後見支援の実施、及びその他成
　年後見制度の利用促進のための支援体制が構築できる。
　【令和5年度評価】令和5年度（R5.4.1～R5.10.31）の湯梨浜町の相談実績は、7件の相談
　と8件の法人後見受任があった。成年後見制度利用に関する相談対応や後見事務、啓発活
　動等が適切に実施できている。

６．財源の説明
　【一般財源】　1,238千円
　　

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 1,238 1,238 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,238 1,238

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 01目 016100000事業 中部成年後見支援センター運営事業
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款 03 01 目

大
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小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 03 老人センター東湖園費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 74
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0110 老人センター東湖園指定管理等経費 (簡略番号：004817) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 5,958 5,958 6,873 5,958

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 5,958 5,958 6,799

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　町民の生活の向上及び健康増進を図る事業を効率的･効果的に実施し、地域の福祉の増
　進を図るため、湯梨浜町社会福祉協議会を老人福祉センター東湖園等の指定管理者として
　施設の管理・運営を委託している。
　　指定管理期間は5年間（令和3年4月1日～令和8年3月31日）で、管理・運営に係る財源
　は利用料収入と指定管理料となっており、年次協定により単年度ごとに指定管理料を決定
　して支払いするものである。
　【事業費】
　令和3年度～令和7年度 指定管理料　年5,878,000円(5年間）
　＊協定書　第24条の規定により変更あり

２．根拠法令
　湯梨浜町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第8期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【本年度の事業内容】
　　平成19年9月1日から湯梨浜町立老人福祉センター及び湯梨浜町デイサービスセンターを
　湯梨浜町社会福祉協議会を指定管理者として指定し、事業の効率化を図っている。
　【事業効果】
　　介護保険事業を展開している事業者が管理することで、効率的な管理ができる。一方、
　老人福祉センターにおいては、自主事業としていこいの日を設定するなど、福祉の増進に
　も努めている。
　【令和5年度評価】
　施設の管理・運営を適切に行うことで、町民の生活の向上及び健康増進を図る事業を効率
　的･効果的に実施することができた。

６．財源の説明
　【一般財源】　5,958千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 80 80 26 公課費
12 委託料 5,878 5,878 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 5,958 5,958

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 03目 011000000事業 老人センター東湖園指定管理等経費
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 03 老人センター東湖園費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 新規 臨･経 臨時 地方債 1,400 700 700 600

事業

0115 老人センター東湖園臨時経費 (簡略番号：034065) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,920 996 924 880 1,654

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 520 296 224 280

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
   男女浴室の床タイルに亀裂及び剥がれが生じている箇所があるため利用者の安全確保と

　【事業の必要性】
　　必要な修繕等を行うことで安定したサービスを提供し、町民に安心してご利用いただく
　ために必要である。
２．根拠法令
　○湯梨浜町立老人福祉センター設置及び管理条例

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第8次湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を

　　適切な施設管理に修繕が必要である。

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　○工事請負費　
　　・東湖園浴室（男・女）床改修工事
　【令和5年度評価】
　　施設の老朽化による修繕が必要な箇所を修繕し、サービスを安全かつ安定して提供でき
　た。

６．財源の説明
　【地方債】過疎対策事業債　1,400千円
　　　　泊・東郷地域居住者31名（東郷デイサービスセンター利用登録者40名の77.5％）
　　　　　　1,919,060円×77.5％＝1,487,271円≒1,400円
　【一般財源】　　　　　520千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費 1,920 1,920
15 原材料費 合　計 1,920 1,920

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
地方債 21010201008 過疎対策事業債（老人センター 1,400 700

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 03目 011500000事業 老人センター東湖園臨時経費

73

-　5　-



款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0033 シルバ－人材センタ－運営補助金 (簡略番号：004991) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 4,100 4,100 4,100 4,000

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2,303 2,865 △562 2,886
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 1,797 1,235 562 1,214

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　定年退職者、高齢者の意欲と希望に応じた就業の機会を確保し、高齢者の福祉の増進
　及び活力のある地域社会づくりに寄与することを目的として、町シルバー人材センターの
　運営費を補助するものである。
　　国からも、町補助金と同額がシルバー人材センターに直接補助される。
　【事業の必要性】
　　高齢化が進展しており、臨時的かつ短期的な就業を希望する高齢者は増加しており、定
　年退職者等の就業機会を確保するとともに、就業により健康の維持増進及び介護予防が促
　進され、医療費や介護費用の削減に繋がることから、シルバー人材センターの果たす役割
　は重要であり、運営に要する経費を助成する必要がある。

２．根拠法令
　民法第34条及び高齢者の雇用の安定等に関する法律

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【ＳＤＧｓ】目標８「働きがいも経済成長も」

５．本年度の計画効果
　【本年度の事業内容】
　　高齢者の就業確保を図り、高齢者の生きがいづくりや健康の維持増進、介護予防を促進
　するため、運営費の助成を行う。
　【事業効果】
　　運営費の助成を行うことにより、高齢者の就業機会の確保が図られ、地域貢献とともに
　会員の生きがいづくりや健康の維持、介護予防が促進される。
　【令和5年度評価】
　　民間需要・公共需要ともに拡大し、高齢者の就業機会の増加、生きがいづくり、介護予
　防などにつながっている。

６．財源の説明
　【繰 入 金】ふるさと湯梨浜応援基金　2,303千円
　【一般財源】1,797千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 4,100 4,100
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 4,100 4,100

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 2,303 2,865

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 003300000事業 シルバ－人材センタ－運営補助金
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0113 敬老会事業 (簡略番号：005071) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 7,946 6,670 1,276 6,245 4,589

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 4,463 4,661 △198 4,397
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 3,483 2,009 1,474 1,848

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　町が長年にわたり社会に尽くしてこられた高齢者を敬うとともに、その長寿をお祝いす
　るため、75歳以上の高齢者を対象に実施するものである。敬老会では、米寿・100歳以上
　の方の長寿のお祝いとダイヤモンド婚のお祝い、会食・演芸などを行う予定にしている。
　【必要性】
　　町主催の敬老会を開催することにより、なじみの人との交流や閉じこもりがちな高齢者
　が外出するきっかけづくりにもなることから、継続しての実施が必要である。

２．根拠法令
　老人福祉法

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【本年度の事業内容】
　各地域（３地域）で開催する予定。
　《令和6年度》・75歳以上：3,314人・米寿：125人・100歳以上：51人（R5.10月末現在）
　　　　　　　 ・ダイヤモンド婚：20組（予定）
　【事業効果】
　　敬老会を開催することにより高齢者を敬うとともに、高齢者自身もなじみの人との交流
　や閉じこもりがちな高齢者に対しては出かけるきっかけづくりを行うことができる。
　【令和5年度評価】
　　令和5年度は新型コロナウイルス感染症が5類に移行したため、コロナ禍以前と同様に3
　地域3会場で開催した。5類へは移行したが住民の方の不安もあり、飲食はなしとし、お弁
　当等を持ち帰っていただいた。

６．財源の説明
　【繰 入 金】ふるさと湯梨浜応援基金　4,463千円
　【一般財源】3,483千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 653 653 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 2,232 2,232 25 寄附金
11 役務費 1,220 1,220 26 公課費
12 委託料 3,841 3,841 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 7,946 7,946

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 4,463 4,661

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 011300000事業 敬老会事業
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【事業名】 03-01-04-0113　敬老会事業

【事業概要等】

　令和6年度湯梨浜町敬老会について

１　令和６年度予定 ２　令和５年度実績

【開催方針】 【開催方針】

【開催予定日時及び予定対象者数】

※令和5年10月末現在

(歳出予算事業概要書　補足資料)

3,314人

羽合地域

泊地域

58人

20人

東郷地域

９月１４日（土）

９月２２日（日）

９月２９日（日）

18人

7人

26人

51人

　令和６年度は、今年度と同様に７５歳以上の方を対象に３地域で敬老会を開催し、長
年にわたり町政の発展にご尽力いただいた高齢者への感謝を込めて長寿をお祝いす
る予定です。
　また、開催時期が９月であることから、暑さ対策として空調設備の整った２会場で開催
します。

時間はいずれも10:30～13:30

1,479人

568人

1,267人

地域名 予定日時 敬老対象者会場

ハワイアロハ
ホール

活性化センター
はまなす

ハワイアロハ
ホール

米寿 100歳以上

125人

47人

　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の５類への移行に伴
い、コロナ禍以前と同様に７５歳以上の全ての方を招待し、３地域３
会場で４０６名の方にご参加いただき開催しました。また、欠席され
た方には区を通して記念品(ゆりはま商品券)を、米寿の方にはお祝
いの品をお渡しいただきました。欠席された100歳以上の方、ダイヤ
モンド婚の方には、町から祝詞とお祝いの品をお届けしました。
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 252 223 29 327

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0119 高齢者居住環境整備助成事業 (簡略番号：005127) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,066 1,066 1,066 837

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 814 843 △29 739

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　高齢者が可能な限り自宅においてその有する能力に応じ、自立した生活が送れるよう居
　住環境の整備を行うとともに、介護をする家族の負担軽減を図るため、住宅改修費の助成
　を行うものである。
　・対象者：要支援・要介護認定を受けた住民税世帯非課税の者
　・助成金：対象経費（800,000円）の2/3（上限：533,000円）
　【必要性】
　　高齢者が住み慣れた自宅で自立した生活を送るために日常生活において不便な箇所（段
　差やトイレなど）を改修し、日常生活の不安を解消するとともに、介護する側の負担軽減
　を図る必要がある。

２．根拠法令
　湯梨浜町高齢者居住環境整備事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第8期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　高齢者が住み慣れた自宅で自立した生活を送るため、廊下やトイレ、浴室等の段差解消
　やトイレの洋式化などの改修を行い、安全・安心な居住環境を確保するとともに、介護す
　る側の負担軽減を図る。
　【過去3年間の実績】
　　・令和3年度：0件　・令和4年度：2件　・令和5年度：2件（見込み）
　【令和5年度評価】　
　　令和5年度は、2件の申請見込があり、引き続き高齢者の在宅生活の安全を確保する
　とともに介護する家族の負担軽減を図っていく。

６．財源の説明
　【県補助金】市町村創生交付金（高齢者居住環境整備）　252千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　814千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費 1,066 1,066
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,066 1,066

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020202222 市町村創生交付金（高齢者居住 252 223

補助金等の名称 鳥取県市町村創生交付金（高齢者居住環境整備）
補助基本額 1,066 補助率 23.6% 補助金額 252

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 011900000事業 高齢者居住環境整備助成事業
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款 03 01 目

大
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 作成者：西田　貴頼 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0134 老人保護措置委託料 (簡略番号：005193) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 13,946 9,560 4,386 11,789 10,444

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 2,990 1,716 1,274 2,969
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 10,956 7,844 3,112 8,820

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　環境上の理由及び経済的な理由により居宅での生活が困難な65歳以上の高齢者を養護老
　人ホームへ入所措置し、安定した生活の場を確保するとともに、自立生活の支援を行うも
　のである。施設の規模や入所者の身体状況等により措置費が異なる。
　　措置費を施設へ支弁し、本人及び扶養義務者から負担能力に応じた額を徴収する。
　【事業の必要性】
　　環境上の理由及び経済的な理由により居宅での生活が困難な65歳以上の高齢者に対して
　老人保護措置（入所措置）を継続実施し、高齢者の安定した生活の場を確保する必要があ
　る。

２．根拠法令
　老人福祉法・湯梨浜町老人保護措置費支弁要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【ＳＤＧs】目標３「すべての人に健康と福祉を」

５．本年度の計画効果
　【本年度の事業内容】
　　住居の状況、家族の状況及び経済的な状況により、在宅での生活が困難な高齢者を養護
　老人ホームへ入所措置することで、福祉の向上を図ることができる。
　　また、入所者の身体状況・介護環境・経済状況等を毎年度確認して、措置継続の判断を
　行うなど、入所措置の適正化を図っている。
　【令和5年度評価】
　　継続の入所措置者について、現在の身体状況、生活環境についての審査により措置を行
　い、安定した生活の場を確保することができた。
　　※　令和5年度中に入所者は2名減3名増。R5.12月時点で7名の入所措置中。

６．財源の説明
　【その他】養護老人ホーム入所者負担金　2,990千円
　※入所者及び扶養義務者から負担能力に応じて負担金を徴収する。
　【一般財源】　　　　　　　　　　　 　 10,956千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 13,946 13,946 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 13,946 13,946

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
負担金 12020201401 養護老人ホーム入所負担金 2,990 1,716

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 013400000事業 老人保護措置委託料
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大
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 874 2,779 △1,905 874

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0137 介護保険利用者負担軽減事業 (簡略番号：005205) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,166 3,706 △2,540 1,166 698

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 292 927 △635 292

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　社会福祉法人等はその社会的役割の一環として、生計が困難な低所得者の介護サービス
　利用者負担軽減に取り組むことが求められている。そこで市町村民税非課税世帯の単身者
　で年収150万円以下など、町が生計困難と認めた人を対象に原則1割の自己負担分と食費・
　居住費の25％（老齢福祉年金受給者は50％）を社会福祉法人等の事業所が軽減した場合、
　その軽減額のうち、本来受領すべき利用者負担収入の1％を超えた部分の1/2を軽減実施事
　業者に助成する。特養については、10％を超えた部分は全額補助対象となる。
　・対象事業者：3事業所（ル・ソラリオン、湯梨浜はごろも苑、マグノリア）

２．根拠法令
　平成12年5月1日老発第474号　厚生省老人保健福祉局長通知
　　「低所得者に対する介護保険サービスに係る利用者負担額の軽減制度の実施について」

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs目標】目標3　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　生計が困難なために必要な介護サービスの利用を控える恐れのある低所得者に対し、安
　心して介護サービスを利用してもらうことができる。また、負担軽減を実施する社会福祉
　法人等に助成することで、事業者負担を軽減することができるため、制度の安定化につな
　がる。
　【令和5年度評価】
　　生計が困難な低所得者の介護サービス利用者負担が軽減され、必要とされる介護保険サ
　ービスの適正な利用とその促進につながった。

６．財源の説明
　【県補助金】介護保険利用者負担軽減事業　　 1,166千円×3/4＝874千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　292,000千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費 1,166 1,166
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,166 1,166

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020202406 介護保険利用者負担軽減事業補 874 2,779

補助金等の名称 鳥取県介護保険利用者負担軽減事業補助金
補助基本額 3,706 補助率 75.0% 補助金額 2,779

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 013700000事業 介護保険利用者負担軽減事業
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 1,721 1,785 △64 1,785

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債

事業

0139 高齢者クラブ等事業補助金 (簡略番号：005218) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 2,582 2,678 △96 2,678 2,678

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他 484 624 △140 629
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 377 269 108 264

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　単位高齢者クラブ及び町高齢者クラブ連合会に活動助成を行うものである。単位高齢者
　クラブでは、地域の清掃活動、世代間交流、ボランティア活動等社会参加活動に盛んに取
　り組まれ、地域の活性化とともに高齢者自らの生きがいづくりにつながっている。
　【事業の必要性】
　　集落単位で構成される単位高齢者クラブには人数規模に応じた額を補助しており、加入
　者の拡大や新規結成を促す上でも必要な支援となっている。町高齢者クラブ連合会では健
　康づくりや社会参加促進を図る事業を企画・実施して、介護予防にも役立っている。

２．根拠法令
　○湯梨浜町補助金等交付規則　　○湯梨浜町高齢者クラブ等補助金交付要綱
　○いきいき高齢者クラブ活動支援補助金交付要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　単位高齢者クラブにおいては、健康づくりの推進やボランティア活動など、地域での活
　動の機会を増やし、自らの生きがい増進だけでなく介護予防への期待もできる。
　　町高齢者クラブ連合会においては、広報活動、各種大会、研修会、リーダー養成などを
　通し、連合会組織の一層の強化・活性化が図られ、加入者増加への期待もできる。
　・R5.4月現在の会員数：871人　・単位クラブ数：21団体
　【令和5年度評価】
　　地域の清掃活動、世代間交流、ボランティア活動など、社会参加活動に取り組まれ地域
　の活性化と共に高齢者自らの生きがいづくりにつながった。

６．財源の説明
　【県補助金】いきいき高齢者クラブ活動支援補助金　2,582千円×2/3≒1,721千円
　【繰 入 金】ふるさと湯梨浜応援基金　　　　　　　　　　　　　　　　484千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 377千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 2,582 2,582
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 2,582 2,582

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
都道府県支出金 15020202218 高齢者クラブ事業補助金 1,721 1,785

繰入金 18021401001 ふるさと湯梨浜応援基金繰入金 484 624

補助金等の名称 いきいき高齢者クラブ活動支援補助金
補助基本額 2,678 補助率 66.6% 補助金額 1,785

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 013900000事業 高齢者クラブ等事業補助金
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大
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細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0164 移動支援事業 (簡略番号：035708) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 316 304 12 304 235

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 316 304 12 304

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　一人暮らしや二人暮らしの高齢者世帯、軽度の障がいがあり家族送迎が困難な方を対象
　に町社会福祉協議会が実施している「のりあいバス運行事業」に対し、その経費の一部を
　助成するものである。
　【必要性】
　　町の課題となっている買い物難民の解消に向けて、買い物等に係る移動を支援する必要
　がある。

２．根拠法令
　湯梨浜町移動支援事業補助金交付要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　　一人暮らしや二人暮らしの高齢者世帯、軽度の障がいがあり家族送迎が困難な方に対し
　て買い物、通院、銀行、公的機関への移動を支援することにより、住み慣れた地域での在
　宅生活を維持していくことができる。
　【令和5年度評価】
　　町社会福祉協議会が週1回運行している「のりあいバス」の運行経費に対する助成を行
　うことにより「のりあいバス」を適切に運行することができ、移動手段を確保することが
　困難な高齢者等に対して買い物や通院などの支援をすることができた。

６．財源の説明
　【一般財源】　316千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 316 316
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 316 316

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 016400000事業 移動支援事業
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 7,730 7,730
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0166 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金 (簡略番号：036446) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 7,730 7,730 8,918

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】
　　防災、減災対策を推進する施設及び設備等の整備事業により防災体　制の強化を図る高
　齢者施設に対して、整備事業の費用を助成する。（補助率：国10/10　上限773万円）
　・対象施設：グループホーム信生ゆりはまの里
　【事業の必要性】
　　高齢者施設における防災体制の強化を図るために必要である。　　　

２．根拠法令
　○地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金交付
　要綱
　○地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金及び地域介護・福祉空間整備推進交付金の実
　施要綱
　○湯梨浜町補助金等交付規則

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs目標】目標3　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【事業内容】
　　グループホーム信生ゆりはまの里：非常用自家発電設備整備　工事費16,720,000円
　　事業所の整備工事に対して、国の交付金を財源に工事費用を助成する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助額：7,730,000円
　【事業効果】
　　高齢者施設における防災体制を強化することで、施設利用者の安全を確保することがで
　きる。　　　　　　　　　　

６．財源の説明
　【国庫支出金】地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金　7,730千円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 7,730 7,730
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 7,730 7,730

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14020201414 地域介護・福祉空間整備等施設 7,730 7,730

補助金等の名称 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金
補助基本額 16,720 補助率 補助金額 7,730

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 016600000事業 地域介護・福祉空間整備等施設整備交付金
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大
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小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 経常 地方債 1,500 1,400 100 1,200

事業

0169 高齢者タクシー料金助成事業 (簡略番号：038056) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 3,128 2,957 171 2,527 1,816

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 1,628 1,557 71 1,327

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　運転困難者や、運転免許証をもたない高齢者が、中部タクシー協同組合に加盟している
　タクシー会社のタクシーを利用する場合、タクシーチケットを交付して乗車料金の一部を
　助成する事業である。
　　【事業の必要性】
　　運転免許不所持者や要介護状態で運転が困難な人の日常生活の利便と社会参加の拡大を
　図り、福祉の増進を図るために必要な事業である。

２．根拠法令
　湯梨浜町重度障がい者等タクシー料金助成事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第４次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（地域福祉の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGs】目標３ すべての人に健康と福祉を　　目標11 住み続けられる街づくりを
　　　　

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】　
　　高齢者免許不所持者へのタクシー料金助成
　　　　　　R6年度扶助費　　3,058千円
　　　　　　チケット購入費  　 70千円
　【事業の効果】
　　タクシーチケットによる助成により運転困難者や、運転免許をもたない高齢者の移動を
　支援し、日常生活の利便性向上を図ることができる。

６．財源の説明
　【地方債】過疎対策事業債　1,500千円
　　　　　　泊･東郷地域対象使用実績約50％
　　　　　　3,058,000円×50％＝1,529,000円
　【一般財源】　　　　　1,628千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費 3,058 3,058
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 70 70 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,128 3,128

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
地方債 21010201006 過疎対策事業債（高齢者タクシ 1,500 1,400

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 016900000事業 高齢者タクシー料金助成事業
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 04 老人福祉費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 臨時 地方債

事業

0247 高齢者補聴器購入費助成事業 (簡略番号：042636) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 630 780 △150 654 540

経費区分 経常的経費 事業の種類 未設定 その他
補助単独区分単独事業 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 630 780 △150 654

１．事業の概要と必要性
　【事業の概要】
　　聴力機能の低下により日常生活を営むのに支障がある高齢者に対し、コミュニケーショ
　ンを取ることが困難になったことによる閉じこもりや認知機能の低下を防ぐため、補聴器
　の購入費用の一部を助成する事業である。
　　交付対象者は、医師によって補聴器の必要性が認められ、補聴器の購入を希望する65歳
　以上の高齢者とする。ただし、聴力障害による身体障害者手帳を所持している者を除く。
　【必要性】
　　補聴器購入費用を助成することは、聴力低下による閉じこもりの防止やコミュニケーシ
　ョン力の向上を図り、認知機能低下を予防するために必要な事業である。
　

２．根拠法令
　○湯梨浜町高齢者補聴器購入費助成事業実施要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（地域福祉の推進）
　【SDGs】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　65歳以上高齢者への補聴器購入費を助成する（購入費の2分の1・上限3万円）
　【事業の効果】
　補聴器購入費を助成することにより、聴力機能の低下による日常生活の支障を取り除き、
　認知機能の低下を防ぐことができる。
　【令和5年度評価】
　補聴器購入費の一部を助成することによって、町民の補聴器への関心を高めるとともに、
　認知症予防及び閉じこもり防止を支援することができた。

６．財源の説明
　【一般財源】　　　630千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費 630 630
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 630 630

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 04目 024700000事業 高齢者補聴器購入費助成事業

75

-　16　-



款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 11 重層的支援体制整備事業費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 58 58
県支出金 29 29

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0101 地域包括支援センター運営費 (簡略番号：044865) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 153 153

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 37 37
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 29 29

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】本事業は令和６年度から重層的支援体制整備事業に位置付けられ、包括的な
　相談支援の体制の高齢者の相談部分を担うもの。具体的な内容は「総合相談支援」「権利
　擁護」「包括的・継続的マネジメント」に係る相談事業である。
　
　【必要性】属性に関わらず地域の様々な相談を受け止め、関係機関と繋がり包括的に相談
　支援を行うために必要である。

２．根拠法令
　社会福祉法、介護保険法
　高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律
　湯梨浜町高齢者及び障がい者虐待防止ネットワーク会議設置要綱

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【SDGs】目標3「すべての人に健康と福祉を」
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【第4期湯梨浜町地域福祉計画・第4次湯梨浜町地域福祉活動計画】

５．本年度の計画効果
　【計画】地域包括支援センターを相談・通報窓口とし、随時町民や福祉支援者等からの相
　談対応にあたる。虐待防止ネットワーク会議等においては、虐待防止の在り方について協
　議検討を行う。高齢者の権利擁護の普及啓発のため、講演会等を実施する。
　【効果】高齢者虐待の予防と発生時の早期対応・早期解決、成年後見制度の利用促進、消
　費者被害の防止を図ることができる。
　【令和5年度評価】虐待防止ネットワーク会議にて関係機関とのネットワークの構築を図
　ることができた。また、権利擁護講演会の開催により、権利擁護支援に関する普及啓発を
　図ることができた。

６．財源の説明
　【国庫支出金】重層的支援体制整備事業交付金　58千円
　【県支出金】　重層的支援体制整備事業交付金　29千円
　【その他（繰入金）】　37千円
　【一般財源】　　　　　29千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 48 48 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 50 50 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 7 7 25 寄附金
11 役務費 48 48 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 153 153

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14020201501 重層的支援体制整備事業交付金 58

都道府県支出金 15020201301 重層的支援体制整備事業交付金 29
繰入金 18010301002 介護保険特別会計繰入金（重層 37

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 11目 010100000事業 地域包括支援センター運営費
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 11 重層的支援体制整備事業費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 310 310
県支出金 155 155

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0201 地域介護予防活動支援事業 (簡略番号：044896) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 1,240 1,240

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 620 620
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 155 155

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】　
　　本事業は令和6年度から重層的支援体制整備事業に位置付けられ、地域づくりの分野を
　担うもの。年齢や心身の状況等によって高齢者を分け隔てることなく、誰でも一緒に参加
　することのできる介護予防活動の地域展開を目指し、月2回以上運動や体操を取り入れた
　活動を行う団体に対し、補助金を交付する。
　【必要性】　
　　高齢者が要介護状態にならないで住み慣れた地域で健康に過ごすためには定期的に体を
　動かすことが効果的であり、そのような活動を地域で行う団体を支援する必要がある。

２．根拠法令
　介護保険法　　地域支援事業実施要綱
　湯梨浜町介護予防・日常生活支援総合事業実施要綱
　湯梨浜町地域介護予防活動支援補助金交付要綱
　社会福祉法

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【計画及び効果】補助金の交付することで、継続して活動行うことができ、介護予防につ
　なげることができる。
　【令和5年度評価】R5.12.10時点で16団体（内新規2団体）に対して補助金を交付し、地
　域における継続した介護予防活動を支援することができた。

６．財源の説明
　【国庫支出金】　　　　重層的支援体制整備事業交付金　　　25％　310千円
　【県支出金】　　　　　重層的支援体制整備事業交付金　　　12.5％　155千円
　【その他（繰入金）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　620千円
　【一般財源】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　155千円
　　　　　　　　　　　　

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 18 負担金､補助及び交付金 1,224 1,224
04 共済費 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 9 9 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 25 寄附金
11 役務費 7 7 26 公課費
12 委託料 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 1,240 1,240

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14020201501 重層的支援体制整備事業交付金 310

都道府県支出金 15020201301 重層的支援体制整備事業交付金 155
繰入金 18010301002 介護保険特別会計繰入金（重層 620

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額

03款 01項 11目 020100000事業 地域介護予防活動支援事業
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款 03 01 目

大
中
小
細

【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】
部
章
節

細節

歳出予算事業概要書令和 6年度 001 一般会計
現年 当初予算 （単位：千円）

民生費 項 社会福祉費 11 重層的支援体制整備事業費 所属 0101014200-0000 長寿福祉課

財
源
内
訳

国庫支出金 1,329 1,329
県支出金 664 664

事業期間 令 6. 4. 1～令 7. 3.31 新規･継続 継続 臨･経 地方債

事業

0202 生活支援体制整備事業 (簡略番号：044906) 区　　分 本年度当初 前年度当初 比較 前年度現計 前々年度決算
事 業 費 3,453 3,453

経費区分 未設定 事業の種類 未設定 その他 796 796
補助単独区分 目的区分 民－老人福祉費 一般財源 664 664

１．事業の概要と必要性
　【事業概要】本事業は令和6年度から重層的支援体制整備事業に位置付けられ、地域づく
　りの分野を担うもの。高齢者に対する多様な日常生活上の支援体制の充実・強化及び高齢
　者の社会参加の推進を図るため、生活支援コーディネーターの配置及び協議体の設置を行
　い、地域での支え合いの重要性の啓発や地域のニーズに合わせたサービスの創設、既存サ
　ービスの充実・強化に向けた取り組みを行うもの。
　【必要性】サービス提供主体の定期的な情報共有・連携の場である協議体を開催し、高齢
　者が抱える様々な地域課題の解決に向けた協議を行う。また、地域での支え合い活動の啓
　発や不足するサービスの創出、既存サービスの充実・強化を図るため必要である。

２．根拠法令
　介護保険法　　地域支援事業実施要綱
　社会福祉法

３．用地の状況

４．基本計画との関連
　【第4次湯梨浜町総合計画】共に支え合う町民が主役のまちづくり（福祉施策の推進）
　【第9期湯梨浜町介護保険事業計画・高齢者福祉計画】
　【SDGｓ目標】目標３　すべての人に健康と福祉を

５．本年度の計画効果
　【計画】SC（第1層：町単位・第2層：3地域）が地域ニーズの把握と課題の抽出を行い、
　地域ニーズに合わせたサービスの創出を目指す。本年度は、第2層の生活支援体制の強化
　を行い、身近な地域での支え合い・助け合い活動をより一層推進する。
　【効果】地域ニーズに合わせたサービスの創出等を行うことで、高齢者がいつまでも住み
　慣れた地域で安心して過ごすことができる。
　【令和5年度評価】第1層協議体会議で今後の取り組みに関する意見交換を行うことができ
　た。先進地視察に行き、今後の湯梨浜町の課題抽出に向けた取り組み方法について学ぶこ
　とができた。

６．財源の説明
　【国庫支出金】重層的支援体制整備事業交付金　　38.5％　 1,329千円
　【県支出金】　重層的支援体制整備事業交付金　　19.25％　  664千円
　【その他（繰入金）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 796千円
　【一般財源】　　　 　　　　　　　　　　   　　　 　    　664千円

節 本年度要求 本年度査定 節 本年度要求 本年度査定
01 報酬 1,197 1,197 16 公有財産購入費
02 給料 17 備品購入費
03 職員手当等 432 432 18 負担金､補助及び交付金

04 共済費 268 268 19 扶助費
05 災害補償費 20 貸付金
06 恩給及び退職年金 21 補償、補填及び賠償金

07 報償費 48 48 22 償還金､利子及び割引料

08 旅費 29 29 23 投資及び出資金
09 交際費 24 積立金
10 需用費 10 10 25 寄附金
11 役務費 4 4 26 公課費
12 委託料 1,465 1,465 27 繰出金
13 使用料及び賃借料 予備費
14 工事請負費
15 原材料費 合　計 3,453 3,453

財源 科目コード 科目名称 本年度当初 前年度当初
国庫支出金 14020201501 重層的支援体制整備事業交付金 1,329

都道府県支出金 15020201301 重層的支援体制整備事業交付金 664
繰入金 18010301002 介護保険特別会計繰入金（重層 796

03款 01項 11目 020200000事業 生活支援体制整備事業

補助金等の名称
補助基本額 補助率 補助金額

実施
計画

実施計画
計 上 額
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